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1．はじめに 

バルク超伝導体を用いた磁気浮上は，小振幅の振動時には超伝導体への磁場変化が小さいため

に磁束ピニング損失が発生せず，振動が継続してしまうという欠点がある．我々はこれまで，バ

ルク超伝導体上に浮上した永久磁石に磁性流体を吸着することで自由振動が抑制されることを確

認した．本研究は超伝導軸受けの回転中のブレを想定し，浮上磁石に交流磁場を印加して周期的

な外力がはたらく場合についての浮上している磁性流体吸着磁石の基礎特性を調べた． 

2．実験 

Fig.1 に示すように，バルク超伝導体（新日

鉄 QMG-DyBaCuO, φ32mm, 5mm）上に浮上し

た Nd-Fe-B 磁石(φ10mm，5mm，2.85g)に磁性

流体（タイホー工業(株)フェリコロイド HC-50）を

吸着した後(吸着後の質量 4.65g)，上方のソレ

ノイドコイルの交流磁場によって磁石を上下

振動させ，浮上磁石の振動を高速度ビデオカメ

ラで撮影した．印加磁場の周波数を変え，磁性

流体の輪郭形状，および磁性流体内部の磁石の

変位を調べた．  

3．結果と解析 

磁石の変位を差し引いて磁性流体形状の時間変化を求めた結果，磁性流体全体が磁石の周囲で

上下動しながら磁束密度の高いスパイク部もわずかに振動していることがわかった．これらの振

動を，質量 m，バネ k，ダンパ cから構成される機械モデルで置換えて計算をおこなった．超伝導

体の磁束ピン止めによる振動を表現するモデルに，磁性流体の影響を付加した連成振動と考えて

計算をおこなった．その結果，磁石の振動振幅および磁性流体の振動振幅 ともに計算値は ほぼ

実験値を再現した． 
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Fig. 1  Schematic of experimental arrangement. 
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